
収支（Ａ）－（Ｂ） 237,100 ▲ 53,078 ▲ 290,178

租税公課 622,900 594,600 ▲ 28,300

支出計（Ｂ） 12,832,900 13,119,384 286,484

備品購入費 0 26,131 26,131

自主事業経費 15,000 42,838 27,838

委託費 2,000,000 1,979,763 ▲ 20,237

本部管理費 50,000 22,177 ▲ 27,823

手数料 0 26,784 26,784

保険料 150,000 136,910 ▲ 13,090

光熱水費 1,800,000 2,180,288 380,288

賃借料 0 0 0

印刷製本費 20,000 0 ▲ 20,000

燃料費 20,000 0 ▲ 20,000

消耗品費 300,000 315,376 15,376

修繕費 600,000 446,688 ▲ 153,312

通信運搬費 85,000 87,296 2,296

受信料 90,000 91,458 1,458

人件費 6,800,000 6,902,493 102,493

旅費交通費 280,000 266,582 ▲ 13,418

指定管理料 12,940,000 12,940,000 0

収入計（A） 13,070,000 13,066,306 ▲ 3,694

利用料金 0 0 0

事業収入 130,000 126,306 ▲ 3,694

開館時間 午前8時30分から午後5時まで

事業収支 （確認方法）年度事業報告書

項目 計画値（単位：円） 実績値（単位：円） 計画比（単位：円）

開館日数 359日 総利用者数 7,701人
1日当たりの
利用者数

21人

評価担当課 防災危機管理課 問合せ先 059-382-9968

施設の運営状況 （確認方法）日報，月次報告書，年度事業報告書

モニタリングレポート（平成30年度）

施設名 鈴鹿市河川防災センター

施設所在地 鈴鹿市庄野町981番地の1

指定管理者名 中部安全サービス保障株式会社



施設の課題と対策

利用者については，当センターの施設管理が優れていることもあり増加傾向である。引き続き，貸館業務
だけでなく，防災ギャラリーの利用を防災訓練等を通じて啓発を行っていく。

施設の方向性

河川防災センターは防災拠点として重要な施設であるため，今後も質の高い管理を維持していけるよう
に指導を続けていく。

緊急時の対応評価 適　・　不適

平成30年度は大きな災害はなかったが，対応準備は整っていた。

指定管理者の総括評価 適　・　不適

業務の履行，サービスの質，業務遂行能力に問題はなく，また，危機発生時の準備もできており市の防
災拠点としての役割を理解し運営されている。

 

年度業務報告書の内容評価 適　・　不適

業務の履行，サービスの質においては優秀な内容だが，事業収支に関して赤字であった。スポーツ課及
び市街地整備課所管分と合算すると黒字であるが，今後は当課所管分で黒字となるよう計画的な運用を
行うよう指導した。

定例報告会の頻度と内容の評価 適　・　不適

年4回開催し，報告に関する質疑応答，課題共有などを行った。定期報告会において，自主的な改善提
案があるなど意欲的な内容であった。

業務遂行能力
（各種財務指標等を参考に同業他
社との比較も含めて○×で評価）

貸借対照表 ○
マニュアルの確認事項はすべて問題
なし。

損益計算書 ○
マニュアルの確認事項はすべて問題
なし。

年度事業報告書
（事業収支表）

×
事業収支が赤字だったため，次年度
は計画的な運用を行うよう指導した。

サービスの質
（「優良・良・普通・要改善」の4段階

で評価）

アンケート 良
一定期間の実施結果で，一部不満の声が上
がっていたため改善できるように指導した。

現地調査 優良
衛生面，景観面等いずれも高水準で
維持されている。

業務の履行確認
（計画書や仕様書の内容を満たし

ているかを○×で評価）

月次報告書 ○ すべて適切に履行されている。

現地調査 ○ すべて適切に履行されている。

定例報告会 ○ すべて適切に履行されている。

評価項目 確認方法 評価 所見


	1.河川防災

